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シナプス

４年ぶりの開催！ シナプス夏祭り ７月２９日（土）１８時～１９時半

新型コロナワクチン秋接種・インフルエンザワクチン接種のご案内

接種対象者：

さいたま市内在住の５歳以上方（初回接種が完了しており、最終接種から3ヶ月以上経過している方）

※さいたま市外在住の方は当院かかりつけの患者様に限ります。（当院主治医から接種しても良いと言わ

れた方）

新型コロナ発生から４年ぶりにシナプス夏祭りが開催され、久しぶりの開催に患者様や入居者様

のはじける笑顔を見ることができました。ボランティアの「上町民謡研究会」「与野民謡連盟」

「与野鴻沼太鼓」の皆様、ご協力いただきありがとうございました。

〇新型コロナワクチンの秋接種が９月２２日（金）より始まります。

９月８日（金）８時３０分よりご予約の受付を開始いたします。

ご予約はご来院、または予約専用ダイヤルにてお願いいたします。

❖コロナワクチン予約窓口 TEL ：０４８-８５７-６９０７（日曜・祝日を除く８：３０～１７：００）

詳しくは当院ホームページまたは院内掲示にてご確認ください。

〇インフルエンザワクチン接種が１０月２３日（月）より始まります。

１０月２３日（月）より公費接種開始 公費接種費用：１６００円（さいたま市在住の６５歳以上）

１０月３０日（月）より一般接種開始 一般接種費用：３５００円（生後６ヶ月～）
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埼玉精神神経センター理念

Love ＆ Sympathy（愛と思いやり）

Aging with Dignity（尊厳ある人生）
Narrative based Medicine

（個人の人生観に沿った物語を支える）

病める方・悩める方に愛と思いやり（Love & Sympathy）

を持って接し、その方の尊厳ある人生（Aging with Dignity）

を支え、前向きに人生の物語を書き換えていくこと

（Narrative based Medicine）をお手伝いする。

休診・代診のお知らせ（9/４現在） ※最新情報はホームページまたは院内掲示にてご確認ください

星野医師   9/  8（金）午後休診
      坂井医師   9/14（木）午前休診
      門前医師   9/14（木）午前休診

   瀧口医師   9/15（金）午前休診
      浅野医師   9/27（水）午前休診
      﨑山医師   9/28（木）午後休診
 

シナプス70周年記念サイトを作りました。

是非、当院のホームページをご覧になってください

７階展望レストランよりお知らせ

メニエール病と治療薬

９月 ６日（水）ガイヤーン（タイ ）
９月１１日（月）プラーパッチャー（タイ ）
９月２１日（木）ビリヤニ（インド ）
９月２９日（金）コムタンクッパ（韓国 ）
※予定が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

営業時間のご案内
喫茶 10：00～15：00
お食事 11：00～14：00

９月のフェア

メニューは

アジアンフェア！

食べにきてね！

ゴーヤが

たくさん

  出来ました

外来にてお裾分けしました

グリーン
カーテン

お薬トピックス

メニエール病とは？

メニエール病は、日常生活に支障をきたすほど

の回転性のめまい（自分や周囲が動いたり回転

したりしているような感覚）の発作が繰り返し

起こり、変動のある低周波の難聴、

耳鳴りを特徴とする病気です。

メニエール病の症状

重度の回転性のめまいが何かに誘発

されるわけでもなく突然生じ、吐き

気や嘔吐を伴います。このような

症状の持続時間は通常１～６時間ですが、まれに最長

で２４時間も続くことがあります。発作の前と最中に、

発症した側の耳に閉塞感や圧迫感がよく生じます。発

症した側の聴力は変動がみられる傾向がありますが、

何年もかけて徐々に悪化していきます。また、耳鳴り

が生じることもあります。難聴と耳鳴りのどちらも通

常は片耳だけに起こるのが一般的です。

メニエール病の治療

発症に大きな関りがあるとされている

ストレスの軽減のため、生活習慣病を

改善します。特に食事と睡眠の質の維

持が重要です。その上で、症状の種類や重さに合わせて、

血流改善剤・利尿薬・精神安定剤・自立神経調整剤などを

用います。ひどい発作が起きたときは、点滴または注射を

おこないます。症状に対する不安でのストレスの蓄積の場

合には、抗不安薬を処方することもあります。これらの治

療を行っていても月に数回以上の発作が起こる場合には手

術を検討する場合があります。

メニエール病の原因

平衡感覚を司る内耳のリンパ液の働きが悪くなることで症状が現

れます。内耳の中で内リンパ水腫が生じている状態ですが、この

原因は未だはっきりと分かっていません。現在のところ、ストレ

ス、睡眠不足、疲労の蓄積などが原因

ではないかと言われています。

今回のトピックスは…

※きょうの健康より引用

島津医師   10/14（土）午前休診
島津医師   10/18（水）午後⇒代診 調整中
島津医師   10/19（木）午前休診
島津医師   10/21（土）午前休診
丸木医師   10/28（土）午前休診

脳神経内科

精神科 小橋医師   9/  8（金）午前⇒代診 長島大介医師
廣瀬医師   9/25（月）午後⇒代診 長島大介医師
廣瀬医師   9/27（水）午前⇒代診 長島大介医師

歯科 藤堂医師   9/22（金）午前／午後休診内藤医師   9/16（土）午前休診
内藤医師   9/19（火）午前／午後休診


